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MEMORY OF THE WORLD（世界記憶遺産） 

 生地 義治 
 

世界遺産とは、文化遺産・自然遺産及び両方の価値を兼
ね備える複合遺産です。現在９３６が認定されています。
昨年、日本は｢平泉--仏国土を表す建築・庭園及び考古学的
遺跡群」と「小笠原諸島」が登録されて、１６となりまし
た。私は、十数年の間に１３７の世界遺産を見てきました
が、もう古希も過ぎ後いくつ見られるでしょうか。 
上記の世界遺産の認定基準は、不動産であると規定され

ています。人類が後世に残す遺産にはこの基準では計れな
いものも有ります。そこで、２００３年のユネスコ総会で
無形文化遺産保護条約が採択されました。現在日本では、
能楽・人形浄瑠璃文楽・歌舞伎・京都祇園祭の山鉾行事等
２０件が登録されています。 
表題とは違うことを書いてきましたが、実はもう一つ遺

産の考え方が有ったのです。すなわち世界記憶遺産です。
この事業は１９９２年にスタートしています。世界各国に
保管されている、文書や書物、楽譜や手書きの写本、絵画、
地図、ポスター、映画等の史料で後世に伝える価値のある
動産を登録・保護する事が目的です。世界では、｢フランス
の人権宣言｣｢アンネの日記｣｢ブラームスの楽譜｣、中国最古
の医学書「黄帝内経」等が登録されています。日本ではあ
まり関心が無かったのではないかと考えますが、昨年初め
て登録されました。画家・山本作兵衛氏の筑豊炭鉱の労働
の様子や生活・風俗行事を描いた作品です。今後、国内最
古の自筆日記である平安時代の貴族、藤原道長の｢御堂関白
記｣と仙台藩の「慶長遣欧使節関係資料」の国宝２件が日本
政府から推薦されるようです。 

６月の強調テーマ 〈 評価・計画 〉 

今年度の目標はどこまでやれたか、楽しいクラブ活動や充実し

た奉仕活動が行えたか、会員増強は図れたか、評価と反省をし

っかり次に繋げよう。浅岡 徹夫西日本区理事（近江八幡ｸﾗﾌﾞ） 

To acknowledge the duty that accompanies every right 
 

●ク ラ ブ（主 題） “Once More We Stand” 

                   「いざ立て友よ、ワイズとともに」             小森 三省会長 

●国 際（主 題） “Audere est Facere － To dare is to do” 

「とにかくやろう － 成せば成る」    Finn A. Pedersen（ノルウェイ) 

●ア ジ ア（スローガン）“ Mission with Faith” 

            「信念をもって使命をはたそう」       Wichian Boonmapajorn（タイ) 

●西日本区（主 題） “Contribute to the Community through Active Services with Love” 

            「ワイズの原点、愛と奉仕で社会に貢献」    浅岡 徹夫（近江八幡クラブ) 

●中 西 部（主 題） 「であいで愛」                 清水 誠治郎（大阪西クラブ） 

主 題 

聖 句 
それだけではなく、患難をも喜んでいる。なぜなら、患難は忍耐を生み出し、忍耐は錬達を生み出し、 
錬達は希望を生み出すことを、知っているからである。そして、希望は失望に終わることはない。 

ローマ人への手紙 第５章３～５節 

 

＜ 評価・計画 ＞ 
日時：２０１２年 ６月１９日（火）18：30～20：20 

会場：土佐堀ＹＭＣＡ９０２号室 

司会：生地 義治メン 

担当：地域奉仕事業委員会 

（生地委員長、奥田、工藤、只野） 

１．開会宣言・点鐘          小 森 三 省 会 長 

２．ワイズソング           一 同 

３．ゲスト紹介            司 会 者 

４．聖句朗読・メッセージ      岡 野 泰 和 メ ン 

５．食前感謝            岡 野 泰 和 メ ン 

６．晩餐と歓談           一 同 

７．次期会長方針説明        次 期 会 長 

                  奥 田 時 夫 メ ン 

８．ファンドオークション      岡 野 泰 和 メ ン 

９．ＹＭＣＡニュース           小畠英恵連絡主事 

10. インフォメーション             岩 原 義 則 書 記 

11. 誕生日・結婚記念日         小 森 三 省 会 長 

12. ニコニコ                 司 会 者 

13. ＹＭＣＡの歌                   一 同 

14. 閉会宣言・点鐘           小 森 三 省 会 長 

例会プログラム ６月 



 

例会報告 

牧口 光 

5月15日18時半より土佐堀YMCA902号室にて5月例会
が開催されました。今月の例会は広報事業委員会担当で工
藤委員長のもと、福永メン司会で定刻どおりスタート。多
くのゲスト5名・ビジター3名・メネット3名にも恵まれ、
ゲストスピーカーには3回目となるNPO法人木野環境理事
の丸谷一耕氏をお招きし、「環境問題について」のお話を伺
いました。 
木野環境は省エネや環境全般、廃棄物削減および地域活

性化に関する調査事業等をされているNPO法人で、「食べ
られる NPO 法人」として有名だそうです。色々な所にヒ
ントがあり、新しいビジネスモデルを考え作っていく話は
とても興味が持て、もっと聞いてみたくなりました。丸谷
さんは廃棄物削減に関する事を主にされていて、企業ゴミ
の行方やゴミの分別について詳しくお話いただきました。
最後の質疑応答ではやはり東日本の廃棄物の話にもなり、
放射能汚染についても少し触れていただきました。物だけ
では進められない住人の土地への思いがあり、難しい問題
ですが、我々も何らかの形で支援を継続していきたいもの
です。 
またスピーチのあとに大阪 YMCA スタッフの川本かお

るさんからクリスマス献金の報告、現在日いきいきエイジ
ングセンターに勉強に来られている韓国ソウル YMCA ス
タッフの金大東（キム・デドン）さんのスピーチもあり、
盛り上がる例会を持つことができました。 
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役員会報告 

岩原 義則 

日時：2012年5月22日（火）18:30〜21:00 
場所：奥田事務所 
出席者：小森会長、生地、岩田、岡野、奥田、工藤、永井、 

牧口、岩原書記 
報告事項 
１．5月例会[5月15日（火）土佐堀YMCA902号室] 
出席者:メンバー15名、メネット3名、欠席者 3名、 
ゲスト・ビジター8名、メーキャップ0名。 
出席率:（15 +0）/18=83.3％  
担当：広報事業委員会（工藤委員長、永井、福永、牧口）
ﾆｺﾆｺﾌｧﾝﾄﾞ 9,000円、TOSﾌｧﾝﾄﾞ（ｵｰｸｼｮﾝ）4,400円  
ｹﾞｽﾄｽﾋﾟｰｶｰ： NPO法人木野環境 理事 丸谷一耕様 
内容：環境問題について「廃棄物のその後はどうなって

いるのか？」 
２．2012年〜2013年度 土佐堀クラブ役員リスト 
別掲のとおり 

３．2012年〜2013年度 大阪土佐堀クラブ  
例会・活動計画（案） 別紙参照 

４．大阪豊中クラブ50周年記念例会 日時：5/13（日）15:00
〜 場所：千里新阪急ホテル、 
出席者：岩田、岡野、奥田、工藤、坂本、灰谷、水口、
各メン 坂本、北村、各メネット 

５．仙台YMCA東日本大震災支援室の活動費用に充てられる
グッズ販売協力 ﾈｰﾑﾌｫﾙﾀﾞ付ﾈｯｸｽﾄﾗｯﾌﾟ 20本購入 

協議事項 
１．6月例会 
［6月19日（火）18:30〜20:30、土佐堀YMCA902号室］ 
担当：地域奉仕事業委員会 

（生地委員長・奥田・工藤・只野） 
内容：次期会長方針説明  

２．［6月3日（日）大住畑作業 10時集合］ 
 たまねぎ収穫・草刈 

５ 月 

 
2012-13年度クラブ役員名簿 

１．会長  奥田 時夫 
２．直前会長 小森 三省 
３．副会長 岩田 晋 （2013-14会長） 
４．副会長 工藤 義正 
５．書記  岩原 義則 
６．副書記 水口 美里 
７．会計  永井 温子 
８．副会計 小森 三省 
９．会計監査 福永 勝 

１０．連絡主事 小畠 英恵 
１１．Ｙサ・ユース 只野 準一・水口 美里 
１２．CS/地域奉仕 小森 三省 
１３．EMC/会員増強 工藤 義正・小森 三省 
１４．IBC/国際交流 岡野 泰和・小森 三省 
１５．ドライバー 工藤 義正 
１６．PR/広報 灰谷 隅夫・福永 勝 
１７．ﾌｧﾝﾄﾞ･ﾄｽﾌｧﾝﾄﾞ 生地 義治・道関 和宏 
１８．ブリテン委員 牧口 光・岡野 泰和・奥田 時夫 
１９．ＨＰ委員 奥田 時夫 
２０．メール委員 岩原 義則 
２１．メネット会長 奥田 サト子 



 

 
 

 
Kさん一家が住んだ徳洞マウル 

 
マウル(村)会館の脇には由来碑が。 

 
 
 

＜アンニョンKOREA＞           岩田 晋 
～韓国の石に見る日本～ 

村の由来碑は物語る（1） 

  

全羅南道長興郡安良面(村)の干拓地、広大な水田を見渡す

徳洞のマウル(村)会館の前に小さな「村の由来碑」がありま

す。もう 7 年も前のことになりますが、私がまだ在職中の

2004年、職場の先輩Kさんが59年ぶりに韓国へ里帰りをす

ることになり、このお手伝いをしたことは、ブリテンで簡単

に紹介したことがあります。大正初期、当時の日本政府の国

策に則り、広島県から朝鮮半島へ農業移住したK家は慣れな

い異郷の地で多くの困難に耐えながら農作業に精を出して

いましたが、Kさんはそんな中、1934(昭和10)年に寒村で次

男として生まれました。その後、K さん一家は 20 キロほど

離れた干拓地に居を移し、新しい干拓地農場の管理を任され

るようになりましたが、 周囲は全て朝鮮の人達ばかりで日

本人家族はKさん一家だけでした。農場管理人となったKさ

んのおじいさんは、村の人を分け隔てすることなく、誰にも

誠実に接しました。農場で働く小作人は作業が済むとKさん

の家に立ち寄り、報告をした後、茶を飲んでくつろいで帰っ

たと言います。また、村のある人は、K一家あっての農場だ

ったとも回想しています。Ｋさん一家が皆から信頼されてい

たことが窺い知れます。終戦でKさん一家が日本に引き揚げ

る日、村の人達は別れを惜しんで見送ったと言います。それ

だけに、Kさんの初めてのお里帰りはビッグニュースとなり、

村を挙げての歓迎会となりました。Ｋさんは里帰りで村に足

を踏み入れた途端に幼い頃の思い出が一気に蘇ったと言い

ます。長興ワイズメンズクラブのメンバー数人が歓迎会の席

にお祝いに駆けつけてくれたのも感動的で、今も村の語り草

になっているようです。（次号へ続く）。 
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[International]  Family Letter May 2012 
 

The Vision of 2022 
  
 

国際会長 

フィン・A・ペデルセン 

 
 

ワイズメンズ運動がボランティ

ア奉仕団体として全世界的に認知

されることを目指して、私たちは

「ビジョン 2022」を策定しまし

た。 

 

▶ 強いメンバーシップによる普遍的人道的価値観の普及に努

める。 

▶ 青少年育成のための活動への強調。 

▶ YMCA、国連、他のNGOとの協働や連携によるより良い世界

の実現。 

▶ モットー「強い義務感を持とう 義務はすべての権利に伴

う」を遵守する。 

 

ワイズ運動はあと10年で100周年を迎えます。みなさ

んがよくご存知のように我々の運動はポール・ウィリア

ム・アレキサンダーによって1922年トレドにて発足いた

しました。現在70以上の国と地域で30,000人以上のメン

バーが在籍し、また新しくバングラデシュ、パレスチナ、

グアテマラといった国や地域に新たにクラブができまし

た。100 か国で 50,000 人のメンバーになるよう私たちは

目標を定めました。この目標を達成するためにはメンバー

とクラブ、部、区がそれぞれ積極的にその役割を果たし、

新しいメンバーを迎え、新しいクラブをチャーターする努

力を続けなければなりません。 

ビジョン2022を実現するためにはみなさんお一人おひ

とりの力が欠かせません。YMCAと連携を図り、30代の若

いメンバーによる新しいクラブを作ることを目指さなけ

ればなりません。これこそが我々の運動が生き残れる唯一

の方法だからです。 

どうかワイズメンズ運動に神のご加護を賜りますよう。 
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■大阪ＹＭＣＡ創立130周年記念 
日時： ６月 ２日(土) １３：３０～１８：００ 

場所： 大阪YMCA会館 

 内容： １３：３０～記念礼拝 10階チャペル 

     １４：３０～会員大会  9階903号室 

     １６：２０〜記念事業  2階ホール 

     「北米ＹＭＣＡのファンドレイジングに学ぶ」 

 
■第２３０回大阪ＹＭＣＡ早天祈祷会 
日時： ６月１５日(金)  ７：３０～ ８：３０ 

場所： 大阪ＹＭＣＡ会館10階チャペル 

証し： 金 大東（キム・デドン）さん 

（韓国ソウルＹＭＣＡスタッフ） 

参加費： ３００円（軽食付き） 

 

ＹＭＣＡニュース 

＜今月の題字写真＞ ノースポール 黄色と白の花が葉
の緑によく映える。北極点の名に似合わない可憐な花が奥
田次期会長のベランダに咲く。いざ来期に向けて。（Y） 

4日 工藤 義正       5日 小森 三省   

21日 水口 美里 

 

▽ ６月の予定 

▽ ７月の予定 

▽ ６月の誕生日おめでとう 

５月例会出席者数 
メンバー   15 名 

メネット    3 名 

コメット    0 名 

ビジター    5 名 

ゲ ス ト    3 名 

出席者合計  26 名 

５月例会出席率 
会員例会出席者 15 名 

メーキャップ  0 名 

合  計   15 名 

現会員数   20 名 

出席率対象数 18 名 

出 席 率  83.3％ 

Ｂ Ｆ 
切 手   1,800 pt 

現 金  36,000 pt 

 

 

 

今期合計 37,800pt 

ニコニコ 
5月分   9,000円      

 

 

 

 

今期合計 76,085 円 

TOSファンド 
5 月分   4,400 円 

今期累計 50,900 円 

 

 

 

残高合計  1,251,844円 

19日(火)クラブ例会(18:30～)     土佐堀YMCA902号室 

26日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 

26日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

9日(土)～10日(日)第15回西日本区大会 

                滋賀県立文化産業交流会館 

15日(火)クラブ例会(18:30～)     土佐堀YMCA902号室 

22日(火)第二例会・役員会(18：30～)    奥田事務所 

22日(火)ブリテン委員会(19：30～)     奥田事務所 

編集後記 今回所要がありブリテン委員会の直前数日、編

集が困難だった為、一週間早い寄稿をお願いしたところ、

ぎりぎりでないと駄目な役員会報告等以外全てが出揃いま

した！ありがとうございます！！（光） 

 
大阪豊中クラブ50周年記念例会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

記念例会と共に、伝統ある大阪豊中クラブの幕が閉じられました（涙） 

 

▽ ６月の結婚記念日おめでとう 

 ６月 （なし） 

 

ＩＢＣからのたより 
               訳：岩田 晋 
 

5月 8日、韓国のブラザークラブから便りが届きました。 
（原文は韓国語） 

三多クラブ（済州市） 
月報（※ブリテン）ありがとうございました。南部地区

の活力がどこから出て来るのか驚かれたでしょう。来る 7
月 1 日、済州副地区が済州地区になります。そして、6 月
16 日に第 1 回済州地区大会が開かれます。そこで国際本
部・日本・台湾などと直接的な対外接触/コミュニケーショ
ンを取らなければならなくなりました。我がクラブの李ギ
ソクメンバーが言うには、「土佐堀クラブの月報（ブリテン）
を毎月受け取りながら我々は何の便りも送らなかったか
ら、今まで随分と失礼な行動をして来たたことだ」と言い、
我々も 7 月から簡単な消息紙を作って送ろうと提案しまし
た。 
（済州）道内で中国語の原語民講師として中国人夫妻が

我がクラブに入会するようになりました。従って、英語（李
ソクキ済州大学教授、もと済州大学通弁訳大学院長）、日本
語（池ヨンマン次期会長）中国語（ワンチエンチュイエン
先生）、韓国語（文テタン、次々期会長）などがチームにな
って、“国際的に”作ろうと言いました。言葉だけで終るの
ではないかという心配が先行しています。  （文テタン） 

 
ハンバットクラブ（大田市） 
月報（※ブリテン）、ありがとうございました。6月 2日

12時から（韓国）西部地区大会及び総裁離就任式を行ない
ます。ハンバットクラブの私（ユン・ジュファン）が次期
総裁に就任します。西部地区総裁としての正式就任は来年
の 5～6月頃ですが、土佐堀クラブを招待しようかと思って
いるところです。ご意向のほど如何でしょうか。 
                 （ユン・ジュファン） 


